
同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
部
所
蔵
『
源
氏
物
語
画
賛
幅
』（
請
求
記

号：
721.2||G

10216

、
資
料
番
号：

206700192

）（
以
下
、﹇
画
賛
幅
﹈

と
略
す
。）
は
、『
臨
川
書
店

新
収
古
書
目
録
』（
令
和
三
年
一
月
、
三

頁
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
五
幅
の
軸
物
で
あ
る
。
本
体
は
縦
一
五
六
・
五

セ
ン
チ
、
横
五
〇
・
〇
セ
ン
チ
、
本
紙
は
縦
八

七
・
〇
セ
ン
チ
、
横
三
八
・
五
セ
ン
チ
で
、
木

箱
（
縦
二
九
・
八
セ
ン
チ
、
横
六
六
・
〇
セ
ン

チ
、
高
さ
一
一
・
〇
セ
ン
チ
）
入

り
。
先
の
目
録
で
は
、
江
戸
中
期
写

と
さ
れ
る
。
書
風
・
画
風
と
も
に
そ

の
頃
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

本
書
の
内
容
は
、
一
幅
に
つ
き
一

場
面
ず
つ
、
上
方
に
『
源
氏
物
語
』

本
文
の
一
節
が
記
さ
れ
、
そ
の
下
方

に
挿
絵
が
描
か
れ
る
。
取
り
上
げ
ら
れ
た
帖
は
、
第
三
帖
空
蝉
、
第
十
二

帖
須
磨
、
第
二
十
九
帖
行
幸
、
第
三
十
二
帖
梅
枝
、
第
三
十
七
帖
横
笛
で

あ
る
。
こ
の
う
ち
、
須
磨
と
梅
枝
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
つ
の
落
款
が
、
い

ず
れ
も
本
紙
右
下
に
見
え
る
。

本
稿
は
、
こ
れ
ら
五
幅
の
本
文
と
絵
に
つ
い
て
、『
源
氏
物
語
』
諸
本

お
よ
び
源
氏
絵
と
の
比
較
検
討
を
通
し
て
、
本
書
を
紹
介
、
考
察
す
る
も

の
で
あ
る
。

《
資
料
》

同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
部
蔵
『
源
氏
物
語
画
賛
幅
』
の
紹
介

│
影
印
、
翻
字
と
考
察
│

福

田

智

子

画
像
１

木
箱

画
像
２

落
款
（
須
磨
）

画
像
３

落
款
（
梅
枝
）
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凡
例

一
、
冒
頭
に
、
帖
の
通
し
番
号
と
巻
名
、
影
印
を
示
す
。

一
、
次
に
、﹇
画
賛
幅
﹈
本
文
の
『
源
氏
物
語
』
に
該
当
す
る
箇
所
を
示

す
。
角
川
古
典
大
観
『
源
氏
物
語
』C

D
-R

O
M

に
拠
り
、
そ
の
箇
所

を
含
む
節
の
小
見
出
し
を
挙
げ
る
と
と
も
に
、
同C

D
-R

O
M

の
「
参

考
情
報
」
機
能
を
用
い
て
、
以
下
の
校
訂
本
文
の
該
当
巻
数
│

頁
数
を

列
挙
す
る
。

・
日
本
古
典
文
学
大
系
『
源
氏
物
語
』（
岩
波
書
店
）

略
称
﹇
大
系
﹈

・
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
源
氏
物
語
』（
岩
波
書
店
）略

称
﹇
新
大
系
﹈

・
日
本
古
典
文
学
全
集
『
源
氏
物
語
』（
小
学
館
）

略
称
﹇
全
集
﹈

・
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
源
氏
物
語
』（
小
学
館
）略

称
﹇
新
全
集
﹈

・
新
潮
日
本
古
典
集
成
『
源
氏
物
語
』（
新
潮
社
）

略
称
﹇
集
成
﹈

・
角
川
文
庫
『
源
氏
物
語
』（
角
川
書
店
）

略
称
﹇
文
庫
﹈

・
玉
上
琢
彌
『
源
氏
物
語
評
釈
』（
角
川
書
店
）

略
称
﹇
評
釈
﹈

な
お
、
小
見
出
し
は
、
必
ず
し
も
﹇
画
賛
幅
﹈
の
本
文
を
過
不
足
な
く

説
明
す
る
も
の
で
は
な
い
。

一
、【
翻
字
】
で
は
、
漢
字
・
仮
名
と
も
に
通
行
の
字
体
を
用
い
る
が
、

で
き
る
限
り
本
書
の
原
態
を
尊
重
す
る
。

１
、
仮
名
遣
い
・
反
復
記
号
・
送
り
仮
名
は
、
底
本
の
ま
ま
と
す
る
。

２
、
濁
点
や
句
読
点
は
付
さ
な
い
。

３
、
改
行
箇
所
に
は
「
／
」
を
付
す
。

４
、
判
読
で
き
な
い
文
字
は
「
□
」
と
し
、
右
傍
ら
に
（

）
付
き
で

予
想
さ
れ
る
文
字
を
示
す
。

一
、
校
異
は
、
表
記
の
相
違
は
示
さ
ず
、
語
の
異
な
り
の
み
を
示
す
。

【
校
異
１
】
で
は
、
ま
ず
、
北
村
季
吟
『
湖
月
抄
』（
延
宝
三
年
〈
一
六

七
五
〉
刊
）
本
文
と
比
較
す
る
。『
湖
月
抄
』
の
テ
キ
ス
ト
は
、『
源
氏

物
語
湖
月
抄
増
注
』
上
・
中
・
下
（
北
村
季
吟
著
・
有
川
武
彦
校
訂
、

講
談
社
学
術
文
庫
３１４
・
３１５
・
３１６
、
一
九
八
二
年
五
月
）
に
拠
り
、
該
当

箇
所
を
、
上
（
あ
る
い
は
中
・
下
）│
頁
│

行
（
本
文
の
行
数
）
と
記

す
。
ま
た
、
異
同
箇
所
は
「
画
賛
幅
（
行
数
）
本
文↔

湖
月
抄
本
文
」

の
順
に
示
す
。

【
校
異
２
】
で
は
、
さ
ら
に
『
源
氏
物
語
大
成
』（
中
央
公
論
社
、
一
九

八
九
年
八
月
普
及
版
再
版
。
略
称
「
大
成
」）
に
拠
り
、
本
文
異
同
を

示
す
。﹇
画
賛
幅
﹈
の
該
当
箇
所
を
、
巻
数
│

頁
（
底
本
の
名
称
）
で
示

し
た
上
で
、﹇
画
賛
幅
﹈
と
「
大
成
」
底
本
と
の
異
同
箇
所
を
、「
画
賛

幅
（
行
数
）
本
文↔

大
成
底
本
本
文
」
の
順
に
示
す
。﹇
画
賛
幅
﹈
本

文
と
一
致
す
る
伝
本
が
あ
る
場
合
に
は
、「＝

」
を
用
い
て
、
そ
の
伝

本
の
名
称
を
本
文
系
統
の
略
号
と
と
も
に
記
す
。

四
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・
青
表
紙
本
系
統
〈
青
〉
・
河
内
本
系
統
〈
河
〉

・
別
本

〈
別
〉

最
後
に
、﹇
画
賛
幅
﹈
と
全
文
が
一
致
す
る
伝
本
を
、
系
統
の
略
号

と
と
も
に
※
を
付
し
て
挙
げ
る
。

一
、【
図
柄
】
で
は
、﹇
画
賛
幅
﹈
が
江
戸
中
期
写
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
ま
ず
『
石
山
寺
蔵

四
百
画
面

源
氏
物
語
画
帖
』（
石
山
寺
座

主
・
鷲
尾
遍
隆
監
修
、
中
野
幸
一
編
集
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
五
年
四

月
。
略
称
﹇
石
山
寺
画
帖
﹈。）
と
比
較
検
討
す
る
。
中
野
幸
一
「
解

説
」（
同
書
四
一
三
〜
四
一
七
頁
）
に
拠
れ
ば
、
所
収
さ
れ
る
源
氏
絵

色
紙
は
合
計
四
百
枚
。
画
風
は
土
佐
派
で
、「
製
作
年
代
は
ほ
ぼ
江
戸

中
期
と
推
定
さ
れ
る
」
と
い
う
。
絵
の
説
明
は
、
短
冊
型
の
付
箋
に

一
、
二
行
で
記
さ
れ
る
。

ま
た
、
適
宜
、『
豪
華
﹇
源
氏
絵
﹈
の
世
界

源
氏
物
語
』（
秋
山

虔
・
田
口
榮
一
監
修
、
株
式
会
社
学
習
研
究
社
、
一
九
九
七
年
四
月
。

略
称
『
源
氏
絵
の
世
界
』。）
掲
載
図
版
、
お
よ
び
「
源
氏
絵
帖
別
場
面

一
覧
」（
二
九
〇
〜
三
〇
一
頁
）
を
参
看
し
、
図
版
番
号
も
こ
れ
に
拠

る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
の
は
、
次
の
四
作
品
で
あ
る
。

・
土
佐
光
吉
・
長
次
郎
筆
源
氏
物
語
画
帖
（
桃
山
時
代
・
京
都
国
立
博

物
館
蔵
）
略
称
﹇
京
博
本
﹈

・
土
佐
派
源
氏
物
語
色
紙
絵
（
江
戸
時
代
初
期
、
堺
市
博
物
館
蔵
）

略
称
﹇
堺
博
本
﹈

・
源
氏
物
語
図
屏
風
（
江
戸
時
代
前
期
、
個
人
蔵
）
略
称
﹇
源
氏
屏

風
﹈

・
住
吉
具
慶
筆
源
氏
物
語
絵
巻
（
江
戸
時
代
初
期
・
茶
道
文
化
研
究
所

旧
蔵
。
現
在
は
ミ
ホ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
蔵
）
略
称
﹇
具
慶
絵
巻
﹈

一
、【
備
考
】
で
は
、
帖
ご
と
に
、﹇
画
賛
幅
﹈
の
本
文
と
絵
に
つ
い
て
、

考
察
の
要
点
を
ま
と
め
る
。

な
お
、
本
項
に
お
け
る
説
明
の
必
要
上
、﹇
画
賛
幅
﹈
に
記
さ
れ
て

い
な
い
部
分
の
『
源
氏
物
語
』
本
文
を
引
用
す
る
場
合
は
、『
新
編
日

本
古
典
文
学
全
集
』
に
拠
り
、
そ
の
巻
数
と
頁
数
と
と
も
に
示
す
。

一
、
最
後
に
【
考
察
】
と
し
て
、﹇
画
賛
幅
﹈
全
体
を
通
し
た
ま
と
め
を

す
る
。

同志社大学文化情報学部蔵『源氏物語画賛幅』の紹介
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﹇
３
﹈
源
氏
は
空
蝉
と
軒
端
の
荻
と
の
碁
を
打
つ
姿
を
か
い
ま
見
る

﹇
大
系
﹈
１
│

１１１
、﹇
新
大
系
﹈
１
│

８５
、﹇
全
集
﹈
１
│

１９３
、﹇
新
全
集
﹈
１
│

１１９
、﹇
集
成
﹈
１
│

１０７
、﹇
角
川
文
庫
﹈
１
│

９５
、﹇
玉
上
評
釈
﹈
１
│

３０９

【
翻
字
】

ひ
る
よ
り
に
し
の
御
か
た
の
わ
た
ら
せ
給
ひ
て
碁
／
う
た
せ
給
ふ
と
い
ふ

さ
て
む
か
ひ
ゐ
た
ら
ん
を
見
は
や
と
／
思
ひ
て
や
を
ら
あ
ゆ
み
出
て
簾
の

（
ゝ
）

は
さ
ま
に
入
／
た
ま
ひ
ぬ
此
入
つ
る
か
う
し
は
ま
た
さ
□
ね
は
隙
／
見
ゆ

る
に
よ
り
て
西
さ
ま
に
／
見
と
を
し
た
ま
へ
は
こ
の
／
き
わ
に
立
た
る
屏

第
三
帖

空
蝉

五
〇
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風
／
は
し
の
か
た
を
し
／
た
ゝ
／
ま
れ
た
る
に
／
ま
き
る
へ
き
／
几
帳
な

と
も
／
あ
つ
け
れ
は
に
や
／
う
ち
か
け
て
／
い
と
よ
く
／
見
入
ら
る
／
火

ち
か
う
と
も
し
た
り
母
屋
の
／
中
柱
に
／
そ
は
め
る
人
や
／
我
心
か
く
る

と
先
目
と
ゝ
め
給
へ
は
／
こ
き
あ
や
の
一
重
か
さ
ね
／
な
め
り

【
校
異
１
】﹇
湖
月
抄
﹈
上
│

１４８
│

１

○
（
７
行
目
）
屏
風
│
屏
風
も

【
校
異
２
】﹇
大
成
﹈
１
│

８６
（
底
本：

大
島
本

飛
鳥
井
雅
康
筆
）

○
異
同
な
し

※
全
文
一
致
本
文：

〈
青
〉
底
本
・
御
物
本
・
横
山
本

【
図
柄
】

本
帖
を
代
表
す
る
場
面
で
あ
る
。﹇
石
山
寺
画
帖
﹈
で
は
、
空
蝉
一

（
一
六
図
）
に
あ
た
る
。
構
図
は
左
右
逆
で
あ
る
が
、
灯
火
の
あ
る
室
内

に
、
空
蝉
と
軒
端
の
荻
が
碁
盤
を
挟
ん
で
向
か
い
合
い
、
傍
ら
に
は
小
君

が
座
っ
て
い
る
の
を
、
光
源
氏
が
立
ち
な
が
ら
垣
間
見
る
と
い
う
構
図
で

あ
る
。

た
だ
し
、﹇
石
山
寺
画
帖
﹈
が
、
向
か
っ
て
右
側
の
女
君
を
や
や
前
屈

み
の
横
顔
で
、
ま
た
、
左
側
の
女
君
を
、
胸
元
が
開
い
た
姿
で
描
く
の
に

対
し
、﹇
画
賛
幅
﹈
で
は
、
左
側
の
女
君
は
、﹇
石
山
寺
画
帖
﹈
の
右
側
の

女
君
同
様
、
横
顔
で
や
や
前
屈
み
に
描
く
が
、
右
側
の
女
君
は
、
衣
を
端

正
に
着
用
し
た
姿
で
あ
る
。

ま
た
、﹇
石
山
寺
画
帖
﹈
で
は
、
屏
風
と
、「
う
ち
か
け
て
」
あ
る
几
帳

が
描
か
れ
る
が
、﹇
画
賛
幅
﹈
に
は
、
屏
風
は
な
く
、
几
帳
も
部
屋
の
奥

に
押
し
や
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
、
帷
子
は
捲
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
女

君
た
ち
を
覗
き
見
る
源
氏
の
姿
は
、﹇
画
賛
幅
﹈
で
は
、
左
肩
を
簾
の
隙

間
に
入
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
庭
の
情
景
も
、﹇
石
山
寺
画
帖
﹈
が
小
柴
垣

と
萩
・
薄
と
い
っ
た
秋
草
を
描
く
の
に
対
し
、﹇
画
賛
幅
﹈
は
、
庭
石
の

も
と
に
遣
り
水
が
流
れ
、
画
面
左
側
か
ら
、
花
と
つ
ぼ
み
を
つ
け
た
白
梅

と
見
ら
れ
る
木
が
枝
を
伸
ば
し
て
い
る
。

﹇
画
賛
幅
﹈
に
は
さ
ら
に
、
絵
の
上
部
に
、
も
う
ひ
と
つ
の
部
屋
の
一

部
と
、
こ
れ
に
面
し
た
竹
製
の
簀
子
縁
が
あ
る
。
ま
た
庭
に
は
、
石
作
り

ら
し
き
台
の
上
に
丸
い
手
水
鉢
が
あ
り
、
柄
杓
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
岩
を
配
し
た
庭
に
は
遣
り
水
が
流
れ
る
。
奥
行
き
の
あ
る
構
図
で
あ

る
。

【
備
考
】

本
文
は
、﹇
大
成
﹈
に
、
大
島
本
他
の
青
表
紙
本
系
統
に
一
致
す
る
伝

本
を
見
出
す
。
た
だ
し
、﹇
湖
月
抄
﹈
は
、
わ
ず
か
助
詞
「
も
」
一
文
字

を
持
つ
と
い
う
違
い
で
あ
る
。
な
お
、
青
表
紙
本
系
統
の
他
の
伝
本
の
中

に
は
、
当
該
箇
所
に
助
詞
「
も
」
を
有
す
る
も
の
が
多
く
、﹇
大
成
﹈
所

載
の
河
内
本
系
統
の
す
べ
て
、
お
よ
び
別
本
の
一
部
の
伝
本
も
助
詞

「
も
」
が
あ
る
。

﹇
画
賛
幅
﹈
は
、
光
源
氏
が
、
空
蝉
と
軒
端
の
荻
が
碁
を
打
っ
て
い
る

場
に
近
づ
き
、
目
当
て
の
空
蝉
は
こ
の
人
か
と
、「
こ
き
あ
や
の
一
重
か

さ
ね
」
を
着
た
女
君
に
目
を
留
め
る
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
の
本
文
を
掲
げ

る
。
画
面
の
源
氏
は
、
物
語
本
文
通
り
、「
簾
の
は
さ
ま
に
入
」
っ
て
い

同志社大学文化情報学部蔵『源氏物語画賛幅』の紹介
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る
よ
う
に
描
か
れ
る
。
続
け
て
物
語
は
、
垣
間
見
す
る
源
氏
の
視
点
か

ら
、
そ
の
場
の
情
景
を
叙
述
し
て
い
く
が
、
こ
れ
以
下
の
内
容
は
絵
に
委

ね
る
と
い
う
こ
と
か
。

た
だ
し
、
物
語
に
お
い
て
、「
紅
の
腰
ひ
き
結
へ
る
際
ま
で
胸
あ
ら
は

に
ば
う
ぞ
く
な
る
も
て
な
し
な
り
。」（
新
全
集
１
│

１２０
）
と
描
写
さ
れ
る

軒
端
の
荻
の
姿
は
、﹇
石
山
寺
画
帖
﹈
で
は
、
向
か
っ
て
左
側
の
女
君
の

「
胸
あ
ら
は
」
な
姿
に
反
映
さ
れ
て
い
る
が
、﹇
画
賛
幅
﹈
で
は
、
い
ず
れ

の
女
君
の
姿
に
も
、
そ
の
よ
う
な
様
子
は
認
め
ら
れ
な
い
。
も
っ
と
も
、

こ
の
場
面
に
お
け
る
空
蝉
と
軒
端
の
荻
の
姿
は
、
必
ず
し
も
明
確
な
描
き

分
け
を
す
る
と
は
限
ら
な
い
よ
う
で
、『
源
氏
絵
の
世
界
』
で
は
、﹇
京
博

本
﹈
１１
に
つ
い
て
、「
本
文
で
、
源
氏
は
二
人
を
見
比
べ
て
あ
れ
こ
れ
と

思
案
し
て
い
る
が
、
光
吉
も
ど
ち
ら
が
誰
と
は
っ
き
り
わ
か
る
よ
う
に
描

き
分
け
て
は
い
な
い
よ
う
だ
。」（
三
七
頁
）
と
解
説
し
て
い
る
。
と
す
れ

ば
む
し
ろ
、
絵
の
説
明
文
こ
そ
短
い
が
、
よ
り
物
語
本
文
に
忠
実
な
描
写

を
志
向
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
﹇
石
山
寺
画
帖
﹈
の
方
に
、
特
異
性
を
見

出
す
べ
き
か
。

ま
た
、
空
蝉
と
軒
端
荻
の
傍
ら
に
小
君
が
座
っ
て
い
る
の
は
、
源
氏
を

手
引
き
し
て
い
る
小
君
が
、
碁
を
打
っ
て
い
る
女
君
た
ち
の
近
く
に
寄

り
、
様
子
を
窺
っ
て
い
る
と
い
う
描
写
で
あ
ろ
う
。
後
に
、
女
君
た
ち
を

垣
間
見
て
い
た
源
氏
は
、「
久
し
う
見
た
ま
は
ま
ほ
し
き
に
、
小
君
出
で

く
る
心
地
す
れ
ば
や
を
ら
出
で
た
ま
ひ
ぬ
。」（
新
全
集
１
巻
１２２
頁
）
と
あ

る
。な

お
、
空
蝉
巻
に
先
立
つ
箒
木
巻
に
お
い
て
、
源
氏
は
、
方
違
え
の
た

め
に
、
当
該
場
面
の
舞
台
で
あ
る
紀
伊
守
の
邸
に
行
っ
て
い
る
の
だ
が
、

そ
の
庭
の
「
水
の
心
ば
へ
な
ど
、
さ
る
方
に
を
か
し
く
し
な
し
た
り
。」

（
新
全
集
１
│

９３
）
と
あ
り
、
そ
の
後
、
源
氏
が
再
度
、
来
訪
し
た
の
に
対

し
、
紀
伊
守
は
、「
遣
り
水
の
面
目
」（
新
全
集
１
│

１０９
）
と
言
う
。﹇
画
賛

幅
﹈
に
描
か
れ
る
庭
の
遣
り
水
は
、
こ
の
よ
う
な
紀
伊
守
邸
の
庭
を
表
現

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

本
場
面
の
季
節
が
夏
で
あ
る
こ
と
は
、﹇
画
賛
幅
﹈
本
文
に
も
「
几
帳

な
と
も
あ
つ
け
れ
は
に
や
う
ち
か
け
て
」
と
あ
り
、
ま
た
、
女
君
の
衣
は

「
あ
や
の
一
重
か
さ
ね
」
だ
ろ
う
、
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
白
で
あ
る
が
、

そ
う
す
る
と
、
庭
に
描
か
れ
た
白
梅
が
時
節
に
合
わ
な
い
。
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﹇
２０
﹈
伊
勢
に
下
向
し
て
い
る
六
条
の
御
息
所
と
も
文
を
交
わ
す

﹇
大
系
﹈
２
│

３５
、﹇
新
大
系
﹈
２
│

２８
、﹇
全
集
﹈
２
│

１８６
、﹇
新
全
集
﹈
２
│

１９５
、﹇
集
成
﹈
２
│

２３３
、﹇
角
川
文
庫
﹈
３
│

４５
、﹇
玉
上
評
釈
﹈
３
│

８９

【
翻
字
】

御
使
さ
へ
む
つ
ま
し
う
て
二
三
日
す
へ
さ
せ
給
ひ
て
／
か
し
こ
の
物
語
な

と
せ
さ
せ
て
聞
し
め
す
／
わ
か
や
か
に
け
し
き
あ
る
さ
ふ
ら
ひ
の
人
な
り

け
り
／
か
く
哀
な
る
御
住
居
な
れ
は
か
や
う
の
人
も
を
の
つ
／
か
ら
も
の

遠
か
ら
て
ほ
の
見
奉
る
御
さ
ま
か
た
ち
を
／
い
み
し
う
め
て
た
し
と
泪
お

第
十
二
帖

須
磨
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と
し
け
り
／
御
か
へ
り
／
か
き
た
ま
ふ
言
の
葉
思
ひ
や
る
へ
し
か
く
世
を

離
る
／
へ
き
身
と
思
ひ
給
へ
ら
ま
し
か
は
お
な
し
う
は
し
た
ひ
／
聞
え
ま

し
も
の
を
な
と
な
ん
つ
れ
�
�
に
心
ほ
そ
き
／
ま
ゝ
に
／
伊
勢
人
の
浪
の

う
へ
こ
く
小
舟
に
も
／
う
き
め
は
か
ら
て
の
ら
ま
し
物
を
／
海
士
か
つ
む

な
け
き
の
中
に
／
し
ほ
た
れ
て
／
い
つ
迄
／
す
ま
の
／
う
ら
と
な
か
め
ん

【
校
異
１
】﹇
湖
月
抄
﹈
上
│

６０５
│

３

○
異
同
な
し

【
校
異
２
】﹇
大
成
﹈
２
│

４１９
（
底
本：

大
島
本

飛
鳥
井
雅
康
筆
）

○
（
６
行
目
）
お
と
し
け
り
│
お
と
し
を
り
け
り

○
（
８
行
目
）
思
ひ

給
へ
ら
ま
し
か
は
│
思
ひ
た
ま
へ
ま
し
か
は

○
（
９
行
目
）
つ
れ
�
�

に＝

〈
青
〉
横
山
本
〈
別
〉
陽
明
家
本
│
つ
れ
�
�
と

○
（
１６
行
目
）

う
ら
と
│
う
ら
に

※
全
文
一
致
本
文：
な
し
。

【
図
柄
】

当
該
場
面
は
、『
豪
華
源
氏
絵
の
世
界
』「
源
氏
絵
帖
別
場
面
一
覧
」
に

も
立
項
さ
れ
て
お
ら
ず
、
珍
し
い
図
柄
で
あ
る
が
、﹇
石
山
寺
画
帖
﹈
で

は
、
須
磨
七
（
九
三
図
）
に
、
粗
末
な
家
の
内
に
座
す
光
源
氏
と
、
そ
の

前
に
跪
く
六
条
御
息
所
か
ら
の
使
者
が
描
か
れ
る
。

た
だ
し
、﹇
石
山
寺
画
帖
﹈
で
は
、
源
氏
の
目
の
前
に
文
が
置
か
れ
て

お
り
、
画
面
右
脇
に
は
源
氏
の
従
者
（
惟
光
か
）
が
描
か
れ
、
御
息
所
の

使
者
が
靴
脱
ぎ
石
の
上
で
平
身
低
頭
し
て
い
る
の
に
対
し
、﹇
画
賛
幅
﹈

に
は
源
氏
の
従
者
の
姿
は
な
く
、
御
息
所
か
ら
の
使
者
は
笠
を
被
り
、
源

氏
の
前
に
文
は
な
い
。
ま
た
、
源
氏
と
使
者
と
の
間
は
、
画
面
中
央
の
二

本
の
松
の
木
と
小
柴
垣
、
自
然
木
そ
の
ま
ま
を
用
い
た
門
で
仕
切
ら
れ
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
。

庭
先
の
前
栽
は
秋
の
七
草
か
。
ま
た
、
茅
葺
き
屋
根
の
煙
出
し
は
、
粗

末
な
家
居
の
象
徴
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、﹇
石
山
寺
画
帖
﹈
で
は
、
板

葺
き
屋
根
で
詫
び
住
ま
い
を
表
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、﹇
画
賛
幅
﹈
に
は
、

須
磨
の
浦
と
み
ら
れ
る
水
辺
に
小
舟
が
浮
か
び
、
画
面
奥
に
は
民
家
の
集

落
が
描
か
れ
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、
先
の
空
蝉
巻
と
同
様
、
絵
に
奥
行
き

が
感
じ
ら
れ
る
。

【
備
考
】

本
文
は
、﹇
湖
月
抄
﹈
に
一
致
す
る
。﹇
大
成
﹈
に
拠
っ
て
も
全
文
一
致

本
文
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、﹇
湖
月
抄
﹈
本
文
と
の
密
接
な
関
わ

り
が
窺
え
る
。

前
述
の
と
お
り
、
須
磨
の
浦
の
光
源
氏
が
六
条
御
息
所
と
文
を
贈
答
す

る
出
来
事
が
絵
画
化
さ
れ
る
の
は
、﹇
石
山
寺
画
帖
﹈
の
例
は
あ
る
も
の

の
、
や
は
り
比
較
的
珍
し
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
さ
ら
に
両
者
を
詳
細
に
比
較
す
る
と
、
ま
ず
、﹇
画
賛
幅
﹈
に

は
、
御
息
所
の
文
に
せ
よ
、
源
氏
の
返
し
に
せ
よ
、
文
ら
し
き
も
の
は
描

か
れ
ず
、
ま
た
、
使
者
は
笠
を
被
っ
た
ま
ま
で
あ
る
。
こ
れ
は
あ
る
い

は
、
使
者
が
、
源
氏
の
も
と
に
到
着
し
た
ば
か
り
の
様
子
を
描
い
た
も
の

か
。﹇
画
賛
幅
﹈
の
本
文
は
、
使
者
を
二
、
三
日
留
め
置
き
、
源
氏
か
ら

六
条
御
息
所
へ
の
返
事
の
文
を
書
く
と
こ
ろ
ま
で
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
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そ
う
す
る
と
、
絵
は
、
御
息
所
か
ら
の
文
を
め
ぐ
る
一
連
の
物
語
の
発
端

を
描
い
て
い
る
と
捉
え
得
る
。
ま
た
、「
か
く
哀
な
る
御
住
居
な
れ
は
か

や
う
の
人
も
を
の
つ
か
ら
も
の
遠
か
ら
て
ほ
の
見
奉
る
御
さ
ま
か
た
ち
」

と
い
う
本
文
を
引
用
し
な
が
ら
、
源
氏
と
使
者
と
の
間
を
隔
て
て
描
い
て

い
る
こ
と
に
も
留
意
し
た
い
。

一
方
、﹇
石
山
寺
画
帖
﹈
で
は
、
源
氏
の
手
元
に
文
を
描
く
。
説
明
文

に
、「
源
す
ま
に
て
宮
す
所
の
使
よ
ひ
よ
せ
物
語
き
ゝ
給
ふ
所
也
」
と
あ

る
通
り
、﹇
画
賛
幅
﹈
の
絵
よ
り
も
後
の
場
面
で
あ
ろ
う
。
源
氏
は
御
息

所
の
文
を
目
の
前
に
広
げ
、
使
者
を
近
く
に
呼
び
寄
せ
て
い
る
。
源
氏
の

傍
ら
の
惟
光
ら
し
き
従
者
は
、
使
者
か
ら
源
氏
へ
文
を
取
り
次
ぐ
役
目
を

負
っ
て
い
た
と
見
ら
れ
よ
う
。

な
お
、﹇
画
賛
幅
﹈
に
酷
似
す
る
図
柄
に
は
、
他
に
も
、
か
つ
て
「
隠

岐
配
流
図
屏
風
」
と
称
さ
れ
て
い
た
キ
ン
ベ
ル
美
術
館
所
蔵
の
屏
風
絵

（
以
下
、﹇
キ
ン
ベ
ル
屏
風
﹈
と
略
す
。）
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
画
面
右

側
に
は
茅
屋
内
で
座
し
て
外
を
眺
め
る
男
性
貴
族
を
、
ま
た
、
画
面
左
側

に
は
笠
を
被
っ
た
男
を
描
く
と
い
う
構
図
で
あ
り
、
背
景
の
荒
々
し
い
波

の
描
写
に
も
、﹇
画
賛
幅
﹈
と
相
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。

﹇
キ
ン
ベ
ル
屏
風
﹈
が
、『
源
氏
物
語
』
須
磨
巻
の
源
氏
の
侘
び
住
ま
い

と
、
明
石
巻
の
二
条
院
か
ら
の
文
を
届
け
る
使
者
と
を
合
わ
せ
て
描
い
た

も
の
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
の
は
、
鷲
頭
桂
氏
「
大
画
面
形
式
の
源

氏
物
語
図
屏
風
の
成
立
に
つ
い
て
│
い
わ
ゆ
る
「
隠
岐
配
流
図
屏
風
」

（
キ
ン
ベ
ル
美
術
館
）
を
手
が
か
り
に
│
」（『
美
術
史
』
第
五
十
八
巻
第

二
号
、
二
〇
〇
九
年
三
月
）
で
あ
る
。﹇
画
賛
幅
﹈
は
、『
源
氏
物
語
』
須

磨
巻
の
本
文
を
画
賛
と
し
て
記
す
こ
と
で
、
こ
の
図
柄
の
場
面
設
定
を
お

お
よ
そ
示
し
得
て
い
る
が
、﹇
キ
ン
ベ
ル
屏
風
﹈
に
は
画
賛
が
な
い
上
、

図
柄
自
体
が
ひ
と
つ
の
モ
チ
ー
フ
と
し
て
享
受
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

場
面
解
釈
の
幅
が
生
じ
た
と
見
ら
れ
よ
う
。
と
も
あ
れ
、
こ
の
図
柄
自
体

は
、
あ
る
程
度
流
布
し
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

﹇
画
賛
幅
﹈
と
﹇
キ
ン
ベ
ル
屏
風
﹈
と
の
図
柄
の
相
違
点
と
し
て
刮
目

す
べ
き
は
、﹇
画
賛
幅
﹈
が
、
画
面
右
下
方
、
庭
先
に
薄
や
萩
な
ど
秋
の

七
草
ら
し
き
草
花
を
描
く
の
に
対
し
、﹇
キ
ン
ベ
ル
屏
風
﹈
は
桜
を
描
く

点
で
あ
る
。
前
掲
鷲
頭
論
文
が
指
摘
す
る
と
お
り
、﹇
キ
ン
ベ
ル
屏
風
﹈

の
桜
は
、
須
磨
巻
の
「
須
磨
に
は
、
年
か
へ
り
て
日
長
く
つ
れ
づ
れ
な
る

に
、
植
ゑ
し
若
木
の
桜
ほ
の
か
に
咲
き
そ
め
て
、
…
…
」（
新
全
集
２
│

２１２
）
と
い
う
本
文
に
拠
っ
た
も
の
と
捉
え
得
る
。
一
方
、﹇
画
賛
幅
﹈
の

秋
草
は
、「
須
磨
に
は
、
い
と
ど
心
づ
く
し
の
秋
風
に
、
…
…
」（
新
全
集

２
│

１９８
）、「
前
栽
の
花
い
ろ
い
ろ
咲
き
乱
れ
、
お
も
し
ろ
き
夕
暮
に
。

…
…
」（
新
全
集
２
│

２００
）
と
い
う
、
須
磨
巻
に
お
い
て
も
特
に
印
象
的
な

場
面
の
イ
メ
ー
ジ
を
象
徴
的
に
描
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、﹇
画
賛

幅
﹈
に
描
か
れ
る
水
辺
の
小
舟
は
、
御
息
所
の
和
歌
「
浪
の
う
へ
こ
ぐ
小

舟
」
に
依
拠
し
た
も
の
と
も
捉
え
得
る
。

さ
ら
に
、﹇
キ
ン
ベ
ル
屏
風
﹈
で
は
、
蓑
笠
を
着
た
男
が
茅
屋
に
向
か
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っ
て
歩
み
寄
る
姿
で
あ
る
の
に
対
し
て
、﹇
画
賛
幅
﹈
の
笠
を
被
っ
た
男

は
、
茅
屋
の
男
性
貴
族
に
よ
り
近
い
位
置
で
、
跪
い
て
い
る
姿
で
あ
る
。

酷
似
す
る
図
柄
と
は
い
え
、
場
面
設
定
に
は
や
は
り
ず
れ
が
あ
る
と
見
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。

第
二
十
九
帖

行
幸

五
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﹇
４
﹈
物
忌
み
の
た
め
供
奉
し
な
か
っ
た
源
氏
は
、
大
原
野
に
酒
、
く
だ

も
の
な
ど
を
届
け
、
帝
と
歌
の
贈
答

﹇
大
系
﹈
３
│

６９
、﹇
新
大
系
﹈
３
│

６１
、﹇
全
集
﹈
３
│

２８５
、﹇
新
全
集
﹈
３
│

２９３
、﹇
集
成
﹈
４
│

１５０
、﹇
角
川
文
庫
﹈
５
│

８１
、﹇
玉
上
評
釈
﹈
６
│

３５

【
翻
字
】

蔵
人
左
衛
門
の
尉
を
御
使
に
て
雉
子
／
一
枝
奉
ら
せ
給
ふ
お
ほ
せ
こ
と
に

は
な
に
／
と
か
や
さ
や
う
の
折
の
こ
と
ま
ね
ふ
に
／
わ
つ
ら
は
し
く
な
ん

／
雪
ふ
か
き
を
し
ほ
の
山
に
た
つ
／
き
し
の
／
ふ
る
き
／
跡
を
も
／
け
ふ

は
尋
ね
よ
／
大
政
大
臣
の
か
ゝ
る
野
の
行
幸
に
／
つ
か
う
ま
つ
り
給
へ
る

／
た
め
し
な
と
や
有
／
け
ん

【
校
異
１
】﹇
湖
月
抄
﹈
中
│

５１２
│

７

○
（
１
行
目
）
蔵
人
│
蔵
人
の

【
校
異
２
】﹇
大
成
﹈
３
│

８８７
（
底
本：

大
島
本

飛
鳥
井
雅
康
筆
）

○
（
１
行
目
）
蔵
人＝

〈
青
〉
池
田
本
、〈
別
〉
麦
生
本
│
く
ら
人
の

※

全
文
一
致
本
文：

な
し
。

【
図
柄
】

十
二
月
、
大
原
野
行
幸
に
お
け
る
鷹
狩
り
の
獲
物
を
、
冷
泉
帝
か
ら
、

供
奉
し
な
か
っ
た
光
源
氏
に
贈
ら
れ
た
場
面
で
あ
る
。「
浄
土
寺
扇
面
を

は
じ
め
光
吉
な
ど
流
派
を
問
わ
ず
手
が
け
ら
れ
て
お
り
、
行
幸
の
よ
う
す

そ
の
も
の
に
劣
ら
ず
作
例
が
多
い
。」（『
源
氏
絵
の
世
界
』
一
四
三
頁
）

と
指
摘
さ
れ
る
名
高
い
場
面
で
、﹇
石
山
寺
画
帖
﹈
御
幸
二
（
一
九
四
図
）

や
﹇
堺
博
本
﹈
１１１
に
も
見
え
る
。
邸
内
に
座
る
源
氏
の
前
の
簀
子
に
、
蔵

人
左
衛
門
尉
が
雉
子
一
枝
（
雌
雄
一
対
）
を
捧
げ
持
つ
姿
を
描
く
。
ま

た
、
庭
に
は
、
枝
振
り
の
立
派
な
松
が
あ
る
。

し
と
ね

だ
が
、
詳
細
に
見
て
み
る
と
、
源
氏
が
御
簾
で
顔
を
隠
し
、
茵
の
上
に

座
る
の
は
、﹇
画
賛
幅
﹈﹇
堺
博
本
﹈
で
あ
り
、
さ
ら
に
﹇
画
賛
幅
﹈
で

は
、
源
氏
の
姿
を
几
帳
で
隠
し
て
い
る
。
一
方
、﹇
石
山
寺
画
帖
﹈
で
は
、

源
氏
は
茵
も
敷
か
ず
、
顔
を
あ
ら
わ
に
左
衛
門
尉
と
対
面
し
て
い
る
。
簀

子
に
控
え
る
男
性
貴
族
の
人
数
も
、﹇
石
山
寺
画
帖
﹈
は
一
人
（
惟
光

か
）、﹇
堺
博
本
﹈
は
二
人
で
あ
る
が
、﹇
画
賛
幅
﹈
で
は
、
柱
付
近
に
、

三
世
代
に
わ
た
る
と
見
ら
れ
る
三
人
が
座
る
。
手
前
の
黒
袍
の
人
物
が
最

も
若
く
、
少
年
の
幼
さ
さ
え
感
じ
ら
れ
る
。
右
側
の
一
人
は
白
髭
の
老
人

で
あ
る
。
柱
の
陰
に
い
る
奥
の
人
物
に
は
、
あ
る
程
度
年
齢
を
重
ね
た
落

ち
着
き
が
見
て
取
れ
る
。
ま
た
、
庭
の
松
に
雪
を
描
く
の
は
﹇
石
山
寺
画

帖
﹈﹇
堺
博
本
﹈
で
、﹇
画
賛
幅
﹈
の
松
の
枝
に
雪
は
見
当
た
ら
な
い
。

な
お
、﹇
画
賛
幅
﹈
は
、
画
面
左
下
、
山
水
画
が
描
か
れ
て
い
る
杉
戸
を

隔
て
て
、
女
性
が
向
か
い
合
っ
て
座
っ
て
い
る
。
控
え
の
女
房
か
。
ま
た
、

し
と
み

画
面
右
上
に
も
、
蔀
の
一
部
が
描
か
れ
、
邸
の
広
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。

【
備
考
】

本
文
は
、﹇
湖
月
抄
﹈
の
他
、﹇
大
成
﹈
に
も
、
全
文
が
一
致
す
る
伝
本

は
見
出
せ
な
い
。
だ
が
、
そ
れ
ら
の
中
で
も
、
異
同
箇
所
が
助
詞
「
の
」

の
わ
ず
か
一
文
字
で
あ
る
﹇
湖
月
抄
﹈
に
、﹇
画
賛
幅
﹈
と
の
共
通
性
を

見
出
す
こ
と
は
許
さ
れ
よ
う
。
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前
述
の
よ
う
に
、﹇
画
賛
幅
﹈
は
、
本
帖
の
代
表
的
な
場
面
を
描
く
が
、

蔵
人
左
衛
門
尉
の
横
に
、
男
性
貴
族
を
三
人
描
く
の
は
珍
し
い
。
ま
た
、

女
房
ら
し
き
女
性
を
描
く
の
も
、
こ
の
場
面
で
は
稀
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、﹇
石
山
寺
画
帖
﹈﹇
堺
博
本
﹈
が
松
に
雪
を
描
く
の
は
、
行
幸
の

道
す
が
ら
、「
雪
た
だ
い
さ
さ
か
づ
つ
う
ち
散
り
て
、
道
の
空
さ
へ
艶
な

り
。」（
新
全
集
３
│

２９０
）
と
い
っ
た
情
景
で
あ
っ
た
こ
と
に
拠
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
が
、
一
方
の
﹇
画
賛
幅
﹈
は
、
同
じ
よ
う
に
松
を
描
き
な
が

ら
も
雪
は
な
く
、
画
面
か
ら
窺
え
る
冬
の
印
象
は
乏
し
い
。

第
三
十
二
帖

梅
枝

五
八
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﹇
３
﹈
蛍
の
宮
の
訪
れ
、
前
斎
院
朝
顔
か
ら
薫
物
が
届
け
ら
れ
る

﹇
大
系
﹈
３
│

１６２
、﹇
新
大
系
﹈
３
│

１５４
、﹇
全
集
﹈
３
│

３９８
、﹇
新
全
集
﹈
３
│

４０６
、﹇
集
成
﹈
４
│

２５６
、﹇
角
川
文
庫
﹈
５
│

１５５
、﹇
玉
上
評
釈
﹈
６
│

３１８

【
翻
字
】

お
ま
へ
の
花
を
お
ら
せ
て
／
つ
け
さ
せ
給
ふ
宮
う
ち
の
こ
と
／
思
ひ
や
ら

る
ゝ
／
御
文
か
な
何
事
の
／
か
く
ろ
へ
あ
る
に
か
深
く
か
く
し
／
た
ま
ふ

と
／
う
ら
み
て
い
と
／
ゆ
か
し
と
／
お
ほ
し
た
り
／
な
に
こ
と
か
は
／
侍

ら
ん
く
ま
�
�
し
く
／
お
ほ
し
た
る
こ
そ
く
る
し
け
れ
と
て
／
御
硯
の
つ

ゐ
て
に
／
花
の
枝
に
い
と
ゝ
心
を
／
し
む
る
か
な
／
人
の
と
か
／
め
ん
／

香
を
は
つ
ゝ
め
と

【
校
異
１
】﹇
湖
月
抄
﹈
中
│

６２２
│

１

○
異
文
な
し

【
校
異
２
】﹇
大
成
﹈
３
│

９７７
（
底
本：

大
島
本

飛
鳥
井
雅
康
筆
）

○
（
８
行
目
）
な
に
こ
と
か
は＝

〈
青
〉
御
物
本
・
横
山
本
・
池
田
本
・

肖
柏
本
・
三
條
西
家
本
、〈
河
〉
七
毫
源
氏
・
高
松
宮
家
本
・
尾
州
家

本
・
大
島
本
、〈
別
〉
麦
生
本
・
阿
里
莫
本
・
桃
園
文
庫
本
│
な
に
こ
と

か

※
全
文
一
致
本
文：

〈
青
〉
池
田
本
・
肖
柏
本
・
三
條
西
家
本
、

〈
河
〉
七
毫
源
氏
・
高
松
宮
家
本
・
尾
州
家
本
・
大
島
本

【
図
柄
】

二
月
十
日
、
蛍
の
宮
が
光
源
氏
を
訪
れ
た
と
こ
ろ
に
、
朝
顔
の
斎
院
か

ら
薫
物
が
届
け
ら
れ
た
場
面
で
あ
る
。
源
氏
と
蛍
の
宮
と
の
間
に
香
壺
と

香
炉
が
あ
り
、
傍
ら
に
女
房
が
一
人
い
て
、
庭
に
は
紅
梅
と
い
う
図
柄

は
、﹇
源
氏
屏
風
﹈
１１７
を
は
じ
め
、
比
較
的
よ
く
描
か
れ
る
。﹇
石
山
寺
画

帖
﹈
梅
枝
二
（
二
一
一
図
）
に
も
同
様
の
場
面
の
図
柄
が
あ
る
が
、
源
氏

と
蛍
の
宮
と
の
間
に
は
、
松
と
梅
の
心
葉
を
飾
っ
た
香
壺
が
一
つ
ず
つ
盆

の
上
に
置
か
れ
、
傍
ら
に
い
る
の
は
男
性
貴
族
で
あ
る
。

﹇
画
賛
幅
﹈
の
図
柄
と
し
て
特
徴
的
な
の
は
、
物
語
と
は
直
接
関
わ
ら

い
だ
し
ふ
づ
く
え

つ
け
し
ょ
い
ん

な
い
が
、
画
面
の
左
上
に
出
文
机
、
い
わ
ゆ
る
付
書
院
が
描
か
れ
る
こ
と

ふ
す
ま

で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
右
側
に
あ
る
の
は
、
山
水
画
を
描
い
た
襖
で
あ
ろ

う
か
。

ま
た
、
庭
に
は
紅
梅
が
枝
を
伸
ば
し
て
い
る
が
、
所
々
、
花
び
ら
や
つ

ぼ
み
が
白
い
。
枝
に
は
二
羽
の
鶯
が
止
ま
っ
て
い
る
。
梅
に
鶯
が
伝
統
的

な
美
的
情
景
の
典
型
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
本
帖
の
こ
の

場
面
に
お
い
て
鶯
を
描
く
例
は
、
案
外
見
出
し
に
く
い
よ
う
で
あ
る
。

【
備
考
】

本
文
は
、﹇
湖
月
抄
﹈
の
ほ
か
、﹇
大
成
﹈
に
拠
れ
ば
、
青
表
紙
本
系

統
・
河
内
本
系
統
そ
れ
ぞ
れ
に
、
全
文
が
一
致
す
る
伝
本
が
あ
る
。
比
較

的
安
定
し
た
本
文
を
有
す
る
箇
所
と
見
ら
れ
る
。

さ
て
、
本
帖
の
本
文
と
挿
絵
と
の
関
係
は
、
大
き
な
齟
齬
は
な
い
も
の

の
、
若
干
の
ず
れ
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、﹇
画
賛
幅
﹈
の
本
文
は
、
光
源

氏
が
朝
顔
の
斎
院
へ
の
返
し
の
文
を
し
た
た
め
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

こ
の
場
面
の
図
柄
と
し
て
は
、
朝
顔
の
斎
院
か
ら
の
薫
物
が
描
か
れ
て
い

る
と
し
て
も
、
紙
や
筆
、
硯
な
ど
が
描
か
れ
る
の
が
ふ
さ
わ
し
か
ろ
う
。
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﹇
源
氏
屏
風
﹈
に
は
、
そ
れ
ら
の
文
具
が
、
文
を
結
ん
だ
紅
梅
の
枝
と
と

も
に
描
か
れ
て
い
る
。
だ
が
、﹇
画
賛
幅
﹈
の
絵
は
、「
沈
の
箱
に
、
瑠
璃

の
坏
二
つ
据
ゑ
て
、
…
…
。
心
葉
、
紺
瑠
璃
に
は
五
葉
の
枝
、
白
き
に
は

梅
を
彫
り
て
、
…
…
」（
新
全
集
３
│

４０６
）
と
い
っ
た
箇
所
の
内
容
を
踏
ま

え
た
ら
し
く
、
心
葉
は
描
か
れ
な
い
が
、
黒
漆
に
金
蒔
絵
の
よ
う
な
足
付

き
の
箱
の
上
に
、
青
み
が
か
っ
た
香
壺
と
白
み
の
あ
る
香
壺
が
一
つ
ず
つ

載
っ
て
い
る
。
心
葉
を
描
く
﹇
石
山
寺
画
帖
﹈
の
方
が
、
よ
り
物
語
本
文

に
忠
実
な
絵
と
言
え
よ
う
か
。
と
も
あ
れ
、﹇
画
賛
幅
﹈
は
、
引
用
本
文

の
斎
院
へ
の
返
し
の
文
を
描
く
場
面
で
は
な
く
、
斎
院
か
ら
薫
物
が
贈
ら

れ
て
来
た
と
い
う
時
点
、
そ
こ
か
ら
始
ま
る
一
連
の
出
来
事
の
発
端
を
描

い
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
た
い
。

な
お
、
源
氏
と
蛍
の
宮
の
傍
ら
に
、
物
語
本
文
に
は
出
て
来
な
い
、
几

帳
の
陰
の
女
房
が
一
人
描
か
れ
る
。
前
述
の
通
り
、﹇
源
氏
屏
風
﹈
に
も

見
出
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
が
、「
藤
岡
家
扇
面
な
ど
類
似
の
図
様
は
多

い
。」（『
源
氏
絵
の
世
界
』
一
四
九
頁
）
と
さ
れ
る
。
方
々
か
ら
薫
物
が

届
き
、
そ
れ
ら
を
試
み
る
と
い
っ
た
場
面
に
お
い
て
、
源
氏
ら
の
側
に
は

当
然
、
女
房
が
控
え
て
い
る
は
ず
だ
と
い
う
認
識
の
表
れ
で
あ
ろ
う
。
そ

の
点
で
、﹇
石
山
寺
画
帖
﹈
が
男
性
貴
族
を
描
く
の
と
は
一
線
を
画
す
。

ち
な
み
に
、﹇
石
山
寺
画
帖
﹈
２１９
頁
の
説
明
で
は
、
左
が
源
氏
、
右
が
蛍

の
宮
、
背
を
見
せ
て
い
る
の
が
夕
霧
と
す
る
。

ま
た
、
庭
の
紅
梅
は
、「
二
月
の
十
日
、
雨
す
こ
し
降
り
て
、
御
前
近

き
紅
梅
盛
り
に
、
…
…
」（
新
全
集
３
│

４０５
）
と
い
う
物
語
本
文
に
拠
る
も

の
と
見
ら
れ
る
が
、
白
い
花
び
ら
や
つ
ぼ
み
が
あ
る
の
は
、
あ
る
い
は
、

物
語
か
ら
離
れ
て
、
紅
白
の
組
み
合
わ
せ
で
め
で
た
さ
を
表
現
し
た
も
の

か
。
さ
ら
に
、
枝
に
鶯
を
描
く
の
は
、
も
ち
ろ
ん
古
典
的
な
美
の
組
み
合

わ
せ
で
は
あ
る
が
、
薫
物
の
試
み
の
後
の
酒
宴
で
、「
梅
が
枝
に

来
ゐ

る
鶯
や
…
…
」
で
始
ま
る
催
馬
楽
「
梅
が
枝
」
が
謡
わ
れ
、
加
え
て
鶯
の

和
歌
も
詠
ま
れ
る
と
い
う
物
語
の
展
開
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
か
。
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﹇
６
﹈
夕
霧
の
琵
琶
に
よ
る
想
夫
恋
に
落
葉
の
宮
も
箏
の
琴
を
合
奏
、
柏

木
遺
愛
の
笛
を
贈
る

﹇
大
系
﹈
４
│

６４
、﹇
新
大
系
﹈
４
│

５６
、﹇
全
集
﹈
４
│

３４５
、﹇
新
全
集
﹈
４
│

３５７
、﹇
集
成
﹈
５
│

３３０
、﹇
角
川
文
庫
﹈
７
│

６５
、﹇
玉
上
評
釈
﹈
８
│

１９２

【
翻
字
】

は
ん
し
き
調
の
な
か
ら
は
か
り
／
吹
さ
し
て
昔
を
し
の
ふ
ひ
と
り
こ
と
は

／
さ
て
も
つ
み
ゆ
る
さ
れ
侍
け
り
是
は
／
ま
は
ゆ
く
な
ん
と
て
出
給
ふ
に

／
露
し
け
き
む
く
ら
の
／
宿
に
／
い
に
し
へ
の
／
秋
に
か
は
ら
ぬ
／
む
し

の
聲
か
な
／
と
聞
え
い
た
し
給
へ
り
／
横
笛
の
し
ら
へ
は
こ
と
に
／
か
は

第
三
十
七
帖

横
笛
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ら
ぬ
を
／
む
な
し
く
成
し
／
音
こ
そ
つ
き
せ
ね
／
出
か
て
に
休
ら
ひ
給
ふ

に
夜
も
い
た
く
／
更
に
け
り

【
校
異
１
】﹇
湖
月
抄
﹈
下
│

１３
│

６

○
異
文
な
し

【
校
異
２
】﹇
大
成
﹈
４
│

１２７７
（
底
本：

大
島
本

飛
鳥
井
雅
康
筆
）

○
異
同
な
し
。

※
全
文
一
致
本
文：

〈
青
〉
底
本
・
為
家
本
・
榊
原
家

本
・
池
田
本
・
陽
明
家
本
・
肖
柏
本
・
三
條
西
家
本
、〈
河
〉
七
毫
源

氏
・
平
瀬
本
・
大
島
本
・
尾
州
家
本

【
図
柄
】

秋
の
夕
べ
、
落
葉
の
宮
を
尋
ね
た
夕
霧
が
、
贈
ら
れ
た
柏
木
遺
愛
の
横

笛
を
試
み
に
吹
く
場
面
で
あ
る
。﹇
石
山
寺
画
帖
﹈
横
笛
二
（
二
五
七

図
）、﹇
具
慶
絵
巻
﹈
１４５
に
も
同
様
の
図
柄
が
あ
る
。﹇
石
山
寺
画
帖
﹈
の

当
該
画
の
付
箋
に
「
女
二
ノ
宮
に
て
夕
き
り
ふ
え
ふ
き
給
ふ
所
也
」
と
説

明
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
夕
霧
が
笛
を
吹
く
姿
を
主
題
と
し
た
図
柄
で
あ

る
。﹇
石
山
寺
画
帖
﹈﹇
具
慶
絵
巻
﹈
と
も
に
、
笛
を
吹
く
夕
霧
は
室
内
に

い
る
が
、﹇
画
賛
幅
﹈
で
は
御
簾
の
外
、
簀
子
に
座
っ
て
い
る
。

落
葉
の
宮
は
、﹇
画
賛
幅
﹈
で
は
、
画
面
左
方
に
、
二
枚
の
几
帳
に
隠

れ
る
よ
う
に
箏
の
琴
に
手
を
掛
け
、
弾
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
一

方
、﹇
石
山
寺
画
帖
﹈﹇
具
慶
絵
巻
﹈
で
は
、
同
じ
く
画
面
左
方
で
は
あ
る

が
、
御
簾
の
中
に
、
箏
の
琴
を
前
に
し
て
座
る
。
琴
に
は
手
を
触
れ
て
い

な
い
よ
う
で
あ
る
。

﹇
画
賛
幅
﹈
の
几
帳
の
手
前
に
座
る
横
顔
の
女
性
は
、
一
条
の
御
息
所

と
見
ら
れ
る
。﹇
石
山
寺
画
帖
﹈
で
も
同
様
に
几
帳
の
手
前
に
い
る
女
性

で
あ
る
。﹇
具
慶
絵
巻
﹈
で
は
几
帳
は
な
い
が
、
和
琴
の
側
の
女
性
が
御

息
所
で
あ
ろ
う
。﹇
石
山
寺
画
帖
﹈
で
も
、
几
帳
の
向
こ
う
に
は
和
琴
が

見
え
る
。
ち
な
み
に
、
和
琴
と
琵
琶
は
、﹇
石
山
寺
画
帖
﹈﹇
具
慶
絵
巻
﹈

に
は
描
か
れ
る
が
、﹇
画
賛
幅
﹈
に
は
な
い
。

な
お
、﹇
画
賛
幅
﹈﹇
石
山
寺
画
帖
﹈﹇
具
慶
絵
巻
﹈
は
す
べ
て
、
他
に

女
房
を
一
人
描
く
。﹇
画
賛
幅
﹈﹇
石
山
寺
画
帖
﹈
で
は
、
御
息
所
と
同
じ

室
内
に
後
ろ
姿
が
、﹇
具
慶
絵
巻
﹈
で
は
、
別
室
に
横
顔
が
見
え
る
。

【
備
考
】

本
文
は
、﹇
湖
月
抄
﹈
と
一
致
し
、
青
表
紙
本
系
統
・
河
内
本
系
統
そ

れ
ぞ
れ
に
、
全
文
が
一
致
す
る
伝
本
が
あ
る
。
前
述
の
梅
枝
同
様
、
比
較

的
本
文
が
安
定
し
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。

﹇
画
賛
幅
﹈
本
文
の
内
容
は
、
夕
霧
の
吹
き
鳴
ら
す
笛
の
音
を
契
機
に

交
わ
さ
れ
た
、
一
条
の
御
息
所
と
夕
霧
と
の
贈
答
歌
を
中
心
と
す
る
。
そ

の
点
で
は
、﹇
画
賛
幅
﹈
が
、
笛
を
吹
く
夕
霧
の
姿
を
描
く
の
は
、
本
文

に
沿
っ
た
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
夕
霧
が
簀
子
に
い
る
の

は
、「
秋
の
夕
の
も
の
あ
は
れ
な
る
に
、
一
条
宮
を
思
ひ
や
り
き
こ
え
た

ま
ひ
て
渡
り
た
ま
へ
り
。
…
…
や
が
て
そ
の
南
の
廂
に
入
れ
た
て
ま
つ
り

た
ま
へ
り
。」（
新
全
集
４
│

３５２
）
と
い
う
物
語
本
文
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
。

構
図
上
の
都
合
か
。
も
っ
と
も
、
前
述
の
と
お
り
、﹇
石
山
寺
画
帖
﹈﹇
具

慶
絵
巻
﹈
が
、
夕
霧
を
室
内
に
描
い
て
い
る
の
に
比
べ
れ
ば
、﹇
画
賛
幅
﹈
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は
、
そ
の
場
の
夕
霧
の
位
置
を
あ
る
程
度
考
慮
し
て
い
る
と
言
え
る
の
か

も
し
れ
な
い
。

こ
の
訪
問
の
間
、
夕
霧
は
、
柏
木
遺
愛
の
笛
を
譲
り
受
け
る
前
に
、
同

じ
く
柏
木
遺
愛
で
あ
る
和
琴
を
弾
い
た
り
、
琵
琶
で
想
夫
恋
を
演
奏
し

て
、
落
葉
の
宮
に
箏
の
琴
の
合
奏
を
強
い
た
り
と
い
っ
た
よ
う
に
、
複
数

の
楽
器
を
奏
で
て
い
る
。﹇
石
山
寺
画
帖
﹈﹇
具
慶
絵
巻
﹈
は
、
室
内
に
和

琴
や
琵
琶
を
描
き
、
御
簾
の
内
に
箏
の
琴
を
前
に
し
た
落
葉
の
宮
を
描
く

こ
と
で
、
こ
の
夕
べ
の
数
々
の
演
奏
を
想
起
さ
せ
る
と
同
時
に
、
画
面
で

唯
一
、
楽
を
奏
で
て
い
る
の
は
、
笛
を
吹
く
夕
霧
と
い
う
図
柄
に
な
っ
て

い
る
。
だ
が
、﹇
画
賛
幅
﹈
は
、
和
琴
や
琵
琶
を
描
か
ず
、
あ
た
か
も
落

葉
の
宮
が
、
夕
霧
の
笛
に
合
わ
せ
て
箏
の
琴
を
演
奏
し
て
い
る
か
の
よ
う

な
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。

実
は
、
夕
霧
が
笛
を
手
に
し
て
以
降
、
落
葉
の
宮
が
箏
の
琴
を
奏
で
る

場
面
は
物
語
に
は
描
か
れ
な
い
。
宮
が
箏
の
琴
を
弾
く
の
は
、
夕
霧
が
、

琵
琶
で
想
夫
恋
を
弾
き
、「
切
に
簾
の
内
を
そ
そ
の
か
し
き
こ
え
た
ま
へ

ど
、
ま
し
て
つ
つ
ま
し
き
さ
し
答
へ
」
だ
っ
た
た
め
、
さ
ら
に
「
言
に
出

で
て
」
の
和
歌
を
詠
み
掛
け
た
こ
と
で
、
宮
が
や
っ
と
「
た
だ
末
つ
方
を

い
さ
さ
か
弾
き
た
ま
ふ
。」（
以
上
、
新
全
集
４
│

３５５
）
と
い
う
場
面
で
あ

っ
た
。
ち
な
み
に
、
落
葉
の
宮
を
「
簾
の
内
」
に
描
く
﹇
石
山
寺
画
帖
﹈

﹇
具
慶
絵
巻
﹈
は
、
こ
の
箇
所
に
拠
る
の
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
物
語
で
は
、
夕
霧
の
笛
と
落
葉
の
宮
の
箏
の
琴
と
の
合
奏
場

面
は
語
ら
れ
な
い
の
だ
が
、
夕
霧
の
琵
琶
に
わ
ず
か
に
合
わ
せ
た
落
葉
の

宮
の
箏
の
琴
の
合
奏
の
様
子
と
、
夕
霧
が
笛
を
試
し
に
吹
く
場
面
と
が
、

時
間
軸
を
越
え
て
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
物
語
の
内
容
と

は
異
な
る
が
、
夕
霧
と
宮
と
が
演
奏
し
て
い
る
図
柄
の
方
が
見
栄
え
が
す

る
と
い
う
、
装
飾
的
な
側
面
も
想
定
す
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、

﹇
画
賛
幅
﹈
の
物
語
本
文
は
、
夕
霧
の
笛
に
つ
い
て
の
内
容
で
あ
り
、
そ

の
点
に
関
す
る
限
り
、
絵
と
の
決
定
的
な
齟
齬
は
認
め
ら
れ
な
い
。

【
考
察
】

﹇
画
賛
幅
﹈
の
本
文
は
、
本
稿
に
お
け
る
考
察
範
囲
に
関
す
る
限
り
、

﹇
湖
月
抄
﹈
と
の
共
通
性
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ

ち
、
須
磨
・
梅
枝
・
横
笛
は
全
文
が
一
致
し
、
空
蝉
・
行
幸
で
は
助
詞
一

文
字
の
違
い
、
し
か
も
、
相
対
的
に
見
て
、﹇
画
賛
幅
﹈
が
助
詞
を
欠
く

と
い
う
違
い
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
梅
枝
・
横
笛
は
、
そ
も
そ
も
『
源

氏
物
語
』
諸
本
で
比
較
的
安
定
し
た
本
文
を
有
す
る
箇
所
で
あ
っ
た
た

め
、
こ
の
判
断
の
根
拠
に
は
な
ら
な
い
が
、
須
磨
・
行
幸
で
は
、﹇
大
成
﹈

を
検
し
て
も
全
文
が
一
致
す
る
伝
本
が
見
出
せ
な
か
っ
た
こ
と
に
留
意
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。﹇
画
賛
幅
﹈
に
は
、
江
戸
時
代
の
流
布
本
の
本
文
を
、

部
分
的
に
抜
粋
し
て
つ
な
ぎ
合
わ
せ
た
り
、
要
約
し
た
り
す
る
こ
と
な

く
、
そ
の
ま
ま
引
用
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
窺
え
よ
う
。

絵
の
図
柄
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
須
磨
巻
の
珍
し
さ
が
目
に
付
く
。

﹇
石
山
寺
画
帖
﹈
に
類
例
が
見
出
せ
る
と
は
言
え
、
須
磨
巻
に
十
四
枚
も
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の
絵
を
収
め
る
﹇
石
山
寺
画
帖
﹈
中
の
一
枚
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
そ
の
特

異
性
に
は
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

引
用
さ
れ
る
物
語
本
文
が
絵
の
図
柄
に
一
致
す
る
の
は
、
空
蝉
巻
・
行

幸
巻
・
横
笛
巻
で
あ
る
が
、
横
笛
巻
は
、
引
用
本
文
よ
り
も
前
の
場
面
を

も
採
り
込
ん
で
、
物
語
に
は
な
い
場
面
を
構
成
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
一
方
、
須
磨
巻
・
梅
枝
巻
で
引
用
さ
れ
る
本
文
は
、
絵
の
図
柄
よ
り

も
後
の
内
容
で
あ
る
。
絵
の
図
柄
を
き
っ
か
け
に
、
そ
の
後
の
物
語
展
開

を
本
文
で
読
み
味
わ
う
と
い
う
趣
向
か
。
空
蝉
巻
も
含
め
て
、
須
磨
巻
・

梅
枝
巻
の
三
つ
の
巻
は
、
光
源
氏
の
垣
間
見
や
、
使
者
の
源
氏
謁
見
、
薫

物
到
着
と
い
っ
た
よ
う
に
、
そ
こ
か
ら
物
語
が
展
開
し
て
い
く
発
端
が
絵

に
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
空
蝉
巻
を
除
け
ば
、
須
磨
巻
で
は
文
、
行
幸

巻
で
は
雉
子
、
梅
枝
巻
で
は
薫
物
、
横
笛
巻
で
は
笛
と
い
う
よ
う
に
、
そ

の
場
面
の
主
役
（
光
源
氏
・
夕
霧
）
に
、
文
や
物
品
が
贈
ら
れ
る
場
面
が

取
り
上
げ
ら
れ
る
傾
向
も
窺
え
よ
う
。

さ
ら
に
、
絵
の
構
図
と
し
て
気
づ
く
の
は
、
源
氏
や
夕
霧
と
他
者
と
を

隔
て
て
描
く
と
い
う
点
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
梅
枝
巻
に
お
い
て
、
源
氏

と
蛍
の
宮
と
の
間
に
隔
て
が
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
し
、
空
蝉
巻
の
垣
間

見
を
し
て
い
る
源
氏
が
、
空
蝉
・
軒
端
の
荻
と
隔
て
ら
れ
て
い
る
の
も
ま

た
当
然
で
あ
る
。
だ
が
、
横
笛
巻
に
お
い
て
、
夕
霧
は
、
こ
の
場
面
で
は

室
内
に
描
か
れ
る
図
柄
も
あ
る
中
で
、
御
簾
の
外
に
い
て
、
女
君
と
の
間

が
隔
て
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
須
磨
巻
で
は
、
源
氏
が
所
柄
、
下
々
の
者

ま
で
「
も
の
遠
か
ら
で
」
接
し
て
い
る
と
い
う
本
文
を
引
用
し
な
が
ら

も
、
六
条
の
御
息
所
の
使
者
と
の
間
は
、
画
面
中
央
の
松
や
門
な
ど
で
隔

て
ら
れ
て
い
る
。
行
幸
巻
で
も
、
源
氏
は
御
簾
と
几
帳
に
よ
っ
て
、
外
側

か
ら
は
顔
は
お
ろ
か
姿
も
見
せ
な
い
位
置
に
い
る
。
こ
れ
ら
須
磨
巻
・
行

幸
巻
・
横
笛
巻
の
絵
の
構
図
に
つ
い
て
は
、
よ
り
広
い
視
野
で
さ
ら
に
源

氏
絵
を
比
較
・
考
察
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

な
お
、﹇
画
賛
幅
﹈
に
は
、
空
蝉
巻
の
竹
の
簀
子
縁
や
、
梅
枝
巻
の
出

文
机
と
い
っ
た
、
寝
殿
造
り
と
は
異
な
る
建
物
が
目
に
付
く
。
須
磨
巻
で

は
、
煙
出
し
の
あ
る
藁
葺
き
屋
根
で
侘
び
住
ま
い
を
表
現
し
て
い
た
。
建

物
の
描
き
方
に
、
江
戸
期
の
人
々
に
と
っ
て
の
親
し
み
や
す
さ
、
理
解
が

色
濃
く
反
映
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

﹇
画
賛
幅
﹈
が
、
元
々
、
現
状
の
よ
う
に
全
五
巻
で
あ
っ
た
の
か
、
よ

り
多
く
の
巻
を
有
し
て
い
た
の
か
は
不
明
と
い
う
他
は
な
い
。
だ
が
、
冒

頭
に
挙
げ
た
臨
川
書
店
の
目
録
に
あ
る
「
四
季
を
意
識
し
た
構
成
」
と
い

う
指
摘
に
は
、
ま
ず
首
肯
さ
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
物
語
本
文
に
拠
る

と
、
梅
枝
巻
が
春
、
空
蝉
巻
と
須
磨
巻
は
夏
、
横
笛
巻
は
秋
、
行
幸
巻
は

冬
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
た
だ
し
、
空
蝉
巻
に
は
、
物
語
の
内
容
か
ら

離
れ
て
、
庭
に
白
梅
を
描
く
と
い
っ
た
側
面
も
見
出
さ
れ
る
。
と
す
れ

ば
、
夏
の
二
幅
の
う
ち
、
空
蝉
巻
の
絵
は
、
春
の
情
景
と
し
て
描
か
れ
た

も
の
か
。
ま
た
須
磨
巻
も
、
前
栽
の
草
花
が
秋
の
七
草
だ
と
す
る
と
、
夏

と
い
う
よ
り
秋
の
風
情
が
あ
ろ
う
。
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﹇
画
賛
幅
﹈
に
は
、
紙
幅
の
余
裕
が
あ
っ
た
か
ら
か
、
空
蝉
巻
の
手
水

鉢
、
行
幸
巻
の
杉
戸
や
蔀
、
梅
枝
巻
の
襖
な
ど
、
物
語
と
は
直
接
関
わ
ら

な
い
部
分
を
も
詳
細
に
描
く
傾
向
が
看
取
さ
れ
る
。﹇
画
賛
幅
﹈
の
絵
は
、

物
語
本
文
や
江
戸
期
の
風
俗
と
の
関
わ
り
と
と
も
に
、
装
飾
性
と
い
う
観

点
か
ら
も
考
察
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
そ
う
に
思
わ
れ
る
。

附
記本

稿
は
、「
知
識
発
見
型
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
ア
プ
リ
の
開
発
と
日
本
伝

統
文
化
の
分
野
横
断
的
研
究
」（
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
第
２０
期
研

究
会
第
３
研
究
（
二
〇
一
九
〜
二
〇
二
一
年
度
）、「
近
世
か
ら
近
代
に
至
る

日
本
伝
統
文
化
の
分
野
横
断
的
研
究
と
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
材
へ
の
活

用
」（
科
学
研
究
費
助
成
事
業
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
課
題
番
号20K

12565

、
二

〇
二
〇
〜
二
〇
二
二
年
度
）、
お
よ
び
同
志
社
大
学
宮
廷
文
化
研
究
セ
ン
タ

ー
（
二
〇
二
一
〜
二
〇
二
五
年
度
）
に
お
け
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
佐
野
み
ど
り
氏
、
岩
坪
健
氏
、
森
あ
か
ね
氏
に
貴

重
な
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

同志社大学文化情報学部蔵『源氏物語画賛幅』の紹介
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